
一
七
四

中
世
文
学
に
見
ら
れ
る
カ
ミ
の
享
受

士
口

田

日佐

課
程
博
士
の
学
位
申
請
論
文
の
目
次
を
以
下
に
挙
げ
る
。

序

論一
本
論
文
の
課
題

二
本
論
文
の
方
法

三
本
論
文
の
構
成
と
各
章
の
課
題

第
一
部
鎌
倉
期
の
カ
ミ
の
享
受

第
一
章
東
大
寺
大
仏
殿
内
の
「
両
界
堂
」
と
伊
勢
神
宮
の
「
雨
宮
」
に

つ
い
て
|
『
沙
石
集
』
冒
頭
話
を
中
心
に
|

第
一
節
東
大
寺
再
建
に
よ
り
波
及
し
た
信
仰

第
二
節
東
大
寺
衆
徒
に
よ
る
伊
勢
参
宮

第
三
節
叡
草
と
伊
勢
神
宮
御
正
体

第
四
節
『
沙
石
集
』
巻
一
之
一
「
太
神
宮
の
御
事
」
に
つ
い
て

第
二
章
『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』
に
見
る
新
大
仏
寺
と
い
う
空
間

第
一
節
善
光
寺
で
の
舎
利
感
得
と
重
源
の
聖
徳
太
子
信
仰

第
二
節
重
源
の
夢
想
と
浴
場
信
仰

第
三
節
新
大
仏
寺
と
い
う
空
間

第
三
章
法
然
関
係
資
料
に
記
さ
れ
た
重
源
像
に
つ
い
て

ー
四
十
八
巻
本
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』
を
中
心
に
|

第
一
節
二
草
院
「
浄
土
五
祖
像
」

第
二
節
伊
勢
参
宮
記
事
と
東
大
寺
大
勧
進
職

第
三
節
大
原
談
義
と
入
寂
記
事

第
四
節
重
源
の
阿
弥
陀
仏
号
と
法
然
の
三
部
経
講
説

第
二
部
鎌
倉
中
期
の
カ
ミ
の
享
受

第
一
章
『
愛
染
王
紹
隆
記
』
に
記
さ
れ
る
同
体
思
想

ー
叡
尊
の
信
仰
と
作
者
周
辺
を
め
ぐ
っ
て
|

第
一
節
『
愛
染
王
紹
隆
記
』
内
の
東
寺
の
記
事
に
つ
い
て

第
二
節
愛
染
明
王
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
関
係
性

第
三
節
八
幡
大
菩
薩
と
愛
染
明
王
の
同
体
に
つ
い
て

第
二
章
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
に
見
る
ア
マ
テ
ラ
ス
の
両
性

具
有
性

第
一
節
両
性
具
有
と
カ
ミ

第
二
節
愛
染
明
王
信
仰
に
つ
い
て

第
三
節
『
日
韓
貴
本
紀
』
に
お
け
る
愛
染
明
王

第
三
章
ア
マ
テ
ラ
ス
の
〈
呼
称
v

と
〈
赫
姫
〉
と
い
う
存
在

ー
『
塵
剤
抄
』
第
十
一
話
を
中
心
に
|

第
一
節
ア
マ
テ
ラ
ス
と
愛
染
明
王
を
め
ぐ
る
同
体
思
想

第
二
節
ア
マ
テ
ラ
ス
の
呼
称

第
三
部
室
町
期
の
カ
ミ
の
享
受

第
一
章
『
諸
神
本
懐
集
』
に
お
け
る
ア
マ
テ
ラ
ス
像
に
つ
い
て



-
『
神
本
地
之
事
』
と
の
比
較
を
通
し
て
|

第
一
節
「
国
譲
り
神
話
」
の
比
較

第
二
節
目
天
子
・
月
天
子
に
つ
い
て

第
三
節
『
諸
神
本
懐
集
』
内
の
ア
マ
テ
ラ
ス
像

第
四
節
室
町
期
ま
で
の
祖
師
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

第
二
章
覚
加
の
伝
記
に
見
る
和
歌
と
神
紙
に
つ
い
て

-
『
沙
石
集
』
と
の
影
響
関
係
を
中
心
に
|

第
一
節
『
慕
帰
絵
』
に
登
場
す
る
神
紙

第
二
節
覚
知
の
神
祇
観
に
つ
い
て

第
三
節
和
歌
と
神
紙
の
享
受
の
背
景

第
四
節
『
沙
石
集
』
に
お
け
る
源
信
と
『
慕
帰
絵
』
に
お
け
る
覚
如
像

第
三
章
仰
光
寺
本
『
善
信
聖
人
親
駕
伝
絵
』
に
見
る
神
紙
記
述
と
構
成

に
つ
い
て

第
一
節
『
親
驚
伝
絵
』
の
神
祇
観

第
二
節
付
加
さ
れ
た
神
紙
記
述

第
三
節
悌
光
寺
本
の
性
格
に
つ
い
て

結

語一
、
問
題
の
確
認

二
、
各
章
の
ま
と
め

三
、
真
宗
の
神
紙
観
の
位
置
づ
け

【要

回
目
】

本
論
文
は
、
中
世
文
学
に
見
ら
れ
る
カ
ミ
の
享
受
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
体
を
三
部
に
分
け
、
第
一
部
で
は
、
東
大
寺
再
建
事
業
と
事
業
に
付
随
し

て
広
が
り
を
見
せ
た
思
想
面
に
つ
い
て
検
討
し
、
第
二
部
で
は
叡
尊
を
中
心
と

中
世
文
学
に
見
ら
れ
る
カ
ミ
の
享
受

し
た
両
部
神
道
の
問
題
、
第
三
部
で
は
、
真
宗
の
神
祇
観
に
つ
い
て
扱
っ
た
。

全
体
と
し
て
、
両
部
神
道
も
真
宗
の
神
紙
観
も
、
個
別
の
事
象
で
は
な
く
、
東

大
寺
再
建
事
業
に
よ
り
波
及
し
た
問
題
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
検
討

し
た
も
の
で
あ
る
。

序

論】

ま
ず
序
論
に
お
い
て
、
中
世
神
話
に
関
す
る
先
行
の
研
究
を
検
討
し
、
問
題

点
を
提
示
し
て
い
る
。
①
 

「
中
世
神
話
」
は
、
江
戸
時
代
の
国
学
者
に
忌
み
嫌
わ
れ
る
よ
う
に
、
『
日
本

書
紀
』
の
純
粋
な
註
釈
書
と
は
言
い
難
い
。
中
世
神
話
は
、
中
世
期
の
神
と
仏

の
相
克
を
知
実
に
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
日
本
書
紀
』
の
「
読
み
替
え
」
と

②
 

評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

中
世
の
神
話
や
神
道
に
つ
い
て
は
、
山
本
ひ
ろ
子
氏
を
筆
頭
岡
、
近
年
盛
ん

に
研
究
さ
れ
て
い
る
。
ニ

O
一
一
年
に
発
表
さ
れ
た
伊
藤
聡
氏
の
『
中
世
天
照

大
神
信
仰
の
研
究
』
や
松
田
淳
一
氏
の
『
神
仏
の
儀
礼
の
中
勘
』
、
二

O
一
二

⑤
 

年
原
克
昭
氏
の
『
中
世
日
本
紀
論
考
』
は
、
中
世
期
の
『
日
本
書
紀
』
の
註
釈

の
有
り
よ
う
や
、
両
部
神
道
や
山
王
神
道
・
吉
田
神
道
に
関
す
る
神
話
や
教
説

@
 

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
原
氏
と
同
じ
二

O
一
二
年
に
は
、
鈴
木
英
之

氏
が
『
中
世
学
僧
と
神
道
』
と
称
し
て
、
浄
土
宗
の
神
祇
に
つ
い
て
の
考
察
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
神
話
は
、
限
ら
れ
た
世
界
で
の
出
来
事
で

は
な
く
、
宗
派
を
超
え
て
生
成
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
先
行
研
究
で
ま
だ
研
究
が
成
さ
れ
て
い
な
い
真
宗

一
七
五



の
神
祇
が
、
中
世
神
話
世
界
の
中
で
い
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
み
た
い
。
真
宗
は
、
他
宗
派
と
違
い
、
神
祇
不
拝
を
推
奨
し
て
い

⑦
 

る
と
い
う
大
き
な
特
色
を
持
つ
。
勿
論
、
浄
土
宗
も
同
様
で
あ
る
が
、
真
宗
の

場
合
は
、
中
世
神
話
独
特
の
難
解
な
註
釈
作
業
を
行
っ
て
い
な
い
。
浄
土
宗
は
、

鈴
木
氏
の
著
作
に
よ
る
と
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
時
代
の
浄
土
宗
第
七
祖
で
あ

@
 

る
聖
聞
が
、
『
日
本
書
紀
』
や
『
麗
気
記
』
の
註
釈
の
み
な
ら
ず
、
鹿
嶋
明
神

の
縁
起
を
記
す
『
鹿
嶋
問
答
』
を
執
筆
し
て
い
る
。
一
方
の
真
宗
で
は
、
『
日

本
書
紀
』
の
註
釈
書
は
勿
論
の
こ
と
、
『
麗
気
記
』
の
よ
う
な
両
部
神
道
の
註

釈
を
行
う
こ
と
も
、
文
中
に
記
す
こ
と
も
な
い
。
こ
の
こ
と
も
、
真
宗
の
神
祇

観
の
特
色
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
論
文
で
は
、
こ
れ
ら
真
宗
が

持
つ
神
祇
観
の
特
色
は
、
広
く
中
世
期
の
神
話
世
界
を
考
え
る
際
に
無
視
出
来

な
い
事
象
で
あ
る
と
考
え
、
真
宗
の
神
祇
観
を
通
し
て
、
中
世
期
の
カ
ミ
の
有

り
ょ
う
を
学
際
的
に
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
論
文
の
方
法

次
に
方
法
で
あ
る
が
、
神
紙
不
拝
と
称
す
る
真
宗
が
、
神
紙
を
採
り
入
れ
た

背
景
や
過
程
、
中
世
神
話
世
界
で
の
真
宗
の
神
紙
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
両
部
神
道
等
と
の
比
較
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
は
、

元
々
、
神
祇
を
許
容
す
る
他
宗
派
と
、
神
紙
不
拝
を
主
張
す
る
真
宗
で
は
、
神

紙
の
受
け
入
れ
に
差
異
が
生
じ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
今
回
、
両
部
神
道

を
比
較
対
象
と
し
た
の
は
、
他
神
道
に
比
べ
て
、
比
較
的
研
究
が
進
ん
で
い
る

分
野
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

一
七
六

真
宗
の
神
祇
観
は
先
ず
、
国
枝
正
雄
氏
「
真
宗
の
神
紙
観
に
つ
い
て
」
に
よ

っ
布
、
覚
知
(
三
七
一
|
一
三
五
二
が
著
し
た
親
矯
の
伝
記
で
あ
る
『
善

信
聖
人
親
驚
伝
絵
』
を
も
と
に
、
「
此
物
語
は
寧
ろ
覚
如
が
親
鷲
の
訓
示
の
語

に
寄
せ
て
、
真
宗
の
神
祇
観
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
林
智
康
氏
も
「
真
宗
に
お
け
る
神
紙
観
」
の
中
で
、

・
「
覚
如
の
神
祇
観
は
本
地
垂
漣
説
の
上
に
成
り
立
ち
、
安
易
な
神
紙
崇
敬
の
態

度
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
厳
し
く
神
紙
不
拝
に
徹
し
、
真
実
信
心
の
利
益
に
よ

⑪
 

る
神
紙
護
念
を
主
張
し
た
親
鳴
の
神
紙
観
と
の
議
離
が
生
じ
て
い
る
」
と
、
神

紙
不
拝
を
主
張
す
る
親
驚
の
神
祇
観
か
ら
講
離
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
神
紙
不
拝
を
旨
と
す
る
真
宗
が
、
神
祇
を
採
り
入
れ
た
背
景
に

つ
い
て
黒
田
俊
雄
氏
は
「
中
世
国
家
と
神
国
思
想
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

。

て
い
る
。覚
加
、
存
覚
時
代
の
真
宗
の
著
作
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
一
向
専
修
(
専

念
)
の
論
理
を
骨
抜
き
に
し
て
ま
で
神
国
思
想
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
か
。
こ
れ
が
、
前
節
に
の
べ
た
時
代
全
般
の
傾
向
と
無
関
係
で

な
い
こ
と
だ
け
は
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
当

時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
専
修
念
仏
の
徒
の
神
祇
不
拝
に
対
す
る
非
難
は
つ

ね
に
く
り
か
え
さ
れ
た
し
、
客
観
的
に
み
て
も
専
修
念
仏
の
発
生
基
盤
は

依
然
存
在
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弾
圧
を
さ
け
る
た
め

に
は
、
ま
し
て
教
団
を
組
織
す
る
た
め
に
は
、
権
力
者
の
思
想
に
屈
従
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
神
紙
不
拝
の
激
発
を
防
止
す
る
た
め
に
、

上
述
の
よ
う
な
論
理
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



黒
田
氏
は
、
弾
圧
を
避
け
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
真
宗
が
神
紙
を
受
け
入

れ
た
と
し
て
い
る
。
黒
田
氏
の
論
中
に
覚
如
と
共
に
登
場
し
て
い
る
存
覚
こ

二
九
O
l
一
三
七
三
)
は
、
二
度
、
父
で
あ
る
覚
如
に
義
絶
さ
れ
、
真
宗
初
の

神
祇
書
で
あ
る
『
諸
神
本
懐
集
』
を
著
し
た
人
物
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
林
氏
は
、

こ
の
覚
如
の
息
子
で
あ
る
存
覚
の
神
紙
に
関
す
る
記
述
内
容
が
『
興
福
寺
奏

状
』
で
員
慶
に
よ
り
非
難
さ
れ
た
箇
所
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

@
 

ヲ@。
存
覚
に
よ
る
真
宗
初
の
神
祇
書
で
あ
る
『
諸
神
本
懐
集
』
は
、
江
戸
時
代
の

了
祥
・
義
順
・
桑
梁
等
の
学
僧
に
よ
り
註
釈
作
業
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
頃
よ
り
、

問
題
と
な
る
の
が
、
『
諸
神
本
懐
集
』
の
奥
書
を
廻
る
問
題
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
『
諸
神
本
懐
集
』
の
底
本
が
、
北
西
弘
氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
た

⑬
 

『
神
本
地
之
事
』
で
あ
る
と
の
見
解
が
主
流
で
あ
る
。
こ
の
発
見
は
、
『
諸
神
本

懐
集
』
と
類
似
す
る
事
柄
を
記
し
て
い
る
書
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
し

た
点
で
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
詳

細
な
本
文
の
比
較
検
討
に
つ
い
て
は
、
『
神
本
地
之
事
』
の
発
見
以
降
、
全
く

進
ん
で
い
な
い
の
も
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
『
諸
神
本
懐
集
』

と
『
神
本
地
之
事
』
の
「
国
譲
り
神
話
」
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
双

方
の
本
文
の
影
響
関
係
を
考
察
し
た
。
同
時
に
、
文
学
作
品
か
ら
見
る
神
紙
観

を
主
題
と
す
る
こ
と
か
ら
、
真
宗
の
教
義
書
の
み
を
考
察
す
る
の
で
は
な
く
、

法
然
・
親
驚
・
覚
加
の
所
謂
、
祖
師
の
絵
伝
を
通
し
て
見
ら
れ
る
真
宗
の
神
祇

観
の
考
察
も
行
っ
た
。

更
に
、
『
諸
神
本
懐
集
』
と
同
時
代
期
に
成
立
し
て
い
る
、
両
部
神
道
の
流

中
世
文
学
に
見
ら
れ
る
カ
ミ
の
享
受

れ
を
汲
む
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
「
国
譲
り
神
話
」
と
の
比
較
検
討
も
行
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
真
宗
独
自
の
神
紙
観
と
、
両
部
神
道
と
の
聞
で
共
通
す
る

神
祇
観
を
明
ら
か
に
し
た
。

今
回
、
真
宗
の
神
献
と
両
部
神
道
を
結
ぶ
手
が
か
り
と
し
て
、
俊
乗
房
重
源

ご

っ

二

l

一二

O
六
)
と
東
大
寺
再
建
事
業
に
着
目
し
た
。
重
源
は
、
南
都

⑪
 

炎
上
後
の
東
大
寺
を
再
建
し
た
人
物
で
あ
る
。
杉
山
二
郎
氏
は
、
重
源
等
と
共

に
南
都
復
興
に
携
わ
っ
て
い
た
工
人
な
ど
が
、
復
興
事
業
の
修
了
と
同
時
に
職

を
失
い
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
階
層
や
衆
庶
へ
の
救
済
に
叡
尊
が

焦
点
を
当
て
た
と
し
、
重
源
か
ら
叡
尊
へ
繋
ぐ
鎌
倉
仏
教
の
一
面
は
、
阿
弥
陀

仏
号
の
踏
襲
に
見
ら
れ
る
南
都
旧
仏
教
の
庶
民
へ
の
働
き
か
け
で
あ
る
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
重
源
が
東
大
寺
再
建
事
業
に
際
し
て
重
宝
し
て
い
た

工
人
達
を
重
源
亡
き
後
に
、
叡
尊
が
引
き
継
い
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

中
に
は
、
重
源
に
よ
り
阿
弥
陀
仏
号
を
付
さ
れ
た
、
阿
弥
陀
仏
号
保
持
者
も
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
阿
弥
陀
仏
号
保
持
者
は
、
叡
尊
周
辺
の
み
な
ら
ず
、
法
然

や
親
鳴
の
周
辺
で
も
度
々
目
に
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
専
修
念

仏
教
団
も
、
少
な
か
ら
ず
阿
弥
陀
仏
号
保
持
者
を
重
源
亡
き
後
引
き
継
い
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』
に
は
、
重
源
の
伊
勢
神
宮
参

詣
記
事
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
象
を
も
と
に
、
重
源
よ
り
伊
勢
神
宮
参
詣
と
阿
弥
陀
仏
号
保

持
者
を
継
承
し
た
と
思
し
き
、
叡
尊
を
中
心
と
す
る
両
部
神
道
と
、
専
修
念
仏

教
団
の
特
に
真
宗
の
神
紙
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
を
本
論
の
主
眼
と
し
た
。
以

下
各
章
ご
と
の
要
旨
を
述
べ
る
。

一
七
七



第
一
部

鎌
倉
期
の
カ
ミ
の
享
受

東
大
寺
大
仏
殿
内
の
「
両
界
堂
」
と
伊
勢
神
宮
の
「
両
宮
」
に

つ
い
て
|
『
沙
石
集
』
冒
頭
話
を
中
心
に
|
》

第
一
部
は
、
鎌
倉
期
の
カ
ミ
の
享
受
と
し
て
、
重
源
の
東
大
寺
再
建
事
業
と
、

そ
の
享
受
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
一
章
で
は
、
鎌
倉
期
に
東
大
寺
大
仏
殿
内

に
造
ら
れ
た
「
両
界
堂
」
が
、
伊
勢
神
宮
の
内
宮
・
外
宮
と
同
体
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
思
考
が
、
叡
尊
の
「
伊
勢
神
宮
御
正
体
」
そ
し
て
、

無
住
の
『
沙
石
集
』
の
官
頭
話
に
至
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
単
的
に
述
べ
る
と
、

信
仰
や
空
間
的
な
も
の
か
ら
文
学
作
品
に
思
想
が
受
け
継
が
れ
た
過
程
の
検
証

で
あ
る
。

《
第
一
章

『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』
に
見
る
新
大
仏
寺
と
い
う
空
間
》

一
章
の
補
足
と
し
て
、
重
源
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
『
南
無
阿
弥
陀
仏
作

普
集
』
に
記
さ
れ
る
二
つ
の
夢
想
と
、
新
大
仏
寺
を
中
心
に
、
重
源
の
信
仰
に

つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
新
大
仏
寺
と
い
う
空
間
が
、
重

源
の
東
大
寺
で
成
し
得
な
か
っ
た
思
考
の
場
と
し
て
存
在
し
、
聖
武
天
皇
と
光

明
皇
后
の
夫
婦
和
合
の
象
徴
的
な
〈
場
〉
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。 《

第
二
章

《
第
三
章
法
然
関
係
資
料
に
記
さ
れ
た
重
源
像
に
つ
い
て

l
四
十
八
巻
本

『
法
然
上
人
行
状
画
図
』
を
中
心
に

l
v
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四
十
八
巻
本
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』
に
記
さ
れ
る
四
点
の
重
源
の
独
自
記

述
が
記
さ
れ
た
所
以
が
、
東
大
寺
再
建
事
業
に
付
随
し
た
重
源
の
阿
弥
陀
信
仰

を
専
修
念
仏
教
団
が
無
視
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
解
明
し
た
。
こ
れ
は
、

叡
尊
の
活
動
に
も
法
然
周
辺
に
も
頻
繁
に
阿
弥
陀
仏
号
保
持
者
の
存
在
が
確
認

出
来
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
端
的
に
述
べ
る
と
、
二
部
で
扱
っ
た
叡

尊
等
西
大
寺
流
が
、
東
大
寺
再
建
事
業
で
活
躍
し
た
工
人
達
を
、
三
部
で
扱
っ

た
専
修
念
仏
教
団
が
、
信
仰
者
を
継
承
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
最
終
的
に
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』
の
記
述
は
、
東
大
寺
あ
り
き
の
重

源
の
記
事
で
は
な
く
、
重
源
の
阿
弥
陀
仏
号
踏
襲
の
た
め
に
東
大
寺
再
建
事
業

に
つ
い
て
示
し
、
重
源
が
法
然
の
門
下
で
あ
っ
た
こ
と
を
印
象
付
け
る
こ
と
こ

そ
が
目
的
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
た
。

第
二
部

鎌
倉
中
期
の
カ
ミ
の
享
受

《
第
一
章

『
愛
染
王
紹
隆
記
』
に
記
さ
れ
る
同
体
思
想
|
叡
尊
の
信
仰
と

作
者
周
辺
を
め
ぐ
っ
て
|
》

第
二
部
は
、
鎌
倉
中
期
の
カ
ミ
の
享
受
と
し
て
、
愛
染
明
王
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の

同
体
思
想
を
中
心
に
考
察
し
た
。
第
一
章
で
は
、
『
愛
染
王
紹
隆
記
』
の
作
者

と
叡
尊
周
辺
の
思
想
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
検
討
の
結
果
、
『
愛
染
王
紹

隆
記
』
は
、
叡
草
等
に
よ
り
波
及
し
た
思
想
形
態
の
中
か
ら
生
ま
れ
出
た
文
学

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
東
大
寺
再
建
事
業
の
際
の
工
人
の
商

倒
を
引
き
受
け
た
叡
尊
が
、
東
大
寺
を
意
識
し
つ
つ
西
大
寺
に
愛
染
明
王
を
安

置
し
た
と
も
言
及
し
た
。
つ
ま
り
、
大
日
如
来
と
愛
染
明
王
を
同
体
視
も
し
く



は
、
大
日
如
来
に
匹
敵
す
る
尊
格
と
し
て
愛
染
明
王
を
意
識
し
て
い
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
検
証
で
あ
る
。

《
第
二
章

『
日
諜
貴
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
に
見
る
ア
マ
テ
ラ
ス
の
両
性

具
有
性
〉

第
二
章
で
は
、
『
日
講
貴
本
紀
』
に
記
さ
れ
る
国
譲
り
神
話
に
着
目
し
た
。

『
日
韓
貴
本
紀
』
内
に
お
い
て
ア
マ
テ
ラ
ス
は
男
性
性
・
女
性
性
の
両
性
を
具

有
し
て
い
る
神
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
両
性
具
有
の
祖
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
マ
テ
ラ
ス
の
両
性
具
有
性
に
つ
い
て
は
、

『
日
韓
賞
本
紀
』
の
図
説
り
神
話
と
類
話
を
記
す
『
大
神
宮
本
縁
』
や
『
日
本

記
三
輪
流
』
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
『
日
詩
貴
本
紀
』
の
み
に
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
更
に
、
『
日
誇
貴
本
紀
』
に
登
場
す
る
ア
マ
テ
ラ
ス
は
、
愛
染

明
王
と
も
同
体
を
遂
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
、
院
政
期
の
愛
染
明
王
は
、
修
法
の
中
の
仏
で

あ
っ
た
の
が
中
世
期
に
お
い
て
、
後
背
が
日
輪
で
あ
る
と
い
う
形
容
と
二
元
性

に
よ
り
大
日
如
来
や
ア
マ
テ
ラ
ス
と
の
同
体
を
成
し
遂
げ
た
と
し
、
そ
の
背
景

に
は
、
愛
染
明
王
の
二
元
性
の
中
に
含
ま
れ
る
両
性
具
有
性
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
分
析
し
た
。

《
第
三
章

ア
マ
テ
ラ
ス
の
〈
呼
称
〉
と
〈
赫
姫
〉
と
い
う
存
在
|
『
塵
荊

抄
』
第
十
一
話
を
中
心
に

l
》

第
三
章
で
は
、
『
塵
剤
抄
』
第
十
一
話
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
『
竹
取
物
語
』

中
世
文
学
に
見
ら
れ
る
カ
ミ
の
享
受

と
ア
マ
テ
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
同
体
思
想
に
つ
い
て
、
浅
間
権
現
と
千
眼
大
菩

薩
の
ル
ビ
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
春
日
明
神
や
愛
染
明
王
と
の
同
体
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

『
塵
刑
抄
』
内
に
記
さ
れ
る
「
天
照
太
神
」
は
、
兜
卒
天
か
ら
反
魂
香
に
よ

り
富
士
に
降
り
て
来
て
「
大
日
婁
尊
」
と
い
う
呼
称
に
変
化
し
て
お
り
、
男
体

の
「
浅
間
権
現
」
は
(
も
し
く
は
男
体
の
よ
う
な
容
姿
)
、
「
千
限
大
菩
隆
」
と
い

う
呼
称
に
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
女
体
と
な
っ
て
顕
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
大
日
婁
尊
」
は
「
大
日
如
来
」
と
の
同
体
は
果
た
し
、

一
方
の
「
千
眼
大
菩

薩
」
は
「
愛
染
明
王
」
と
の
同
体
を
果
た
す
に
こ
と
に
な
る
。
大
日
如
来
と
ア

マ
テ
ラ
ス
・
愛
染
明
王
と
の
同
体
は
、
中
世
期
に
度
々
見
ら
れ
る
習
合
思
想
の

パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
更
に
「
赫
姫
」
へ
と
変

貌
を
遂
げ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
『
鹿
刑
抄
』

で
は
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
内
で
見
ら
れ
た
、
ア
マ
テ
ラ
ス
・
愛
染
明
王
・
大
日

如
来
の
同
体
に
、
赫
姫
を
も
取
り
込
む
と
い
う
、
思
想
的
広
が
り
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
と
結
論
付
け
た
。

第
三
部

室
町
期
の
カ
ミ
の
享
受

《
第
一
章

『
諸
神
本
懐
集
』
に
お
け
る
ア
マ
テ
ラ
ス
像
に
つ
い
て
|
『
神

本
地
之
事
』
と
の
比
較
を
通
し
て
|
》

第
三
部
は
、
室
町
期
の
カ
ミ
の
享
受
と
題
し
、
第
一
章
で
は
、
真
宗
初
の
神

紙
童
日
で
あ
る
『
諸
神
本
懐
集
』
に
記
さ
れ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
像
に
つ
い
て
究
明
し

た
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は
、
他
宗
に
お
い
て
大
日
如
来
と
他
の
尊
格
を
介
さ
ず
に
同

一
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体
を
果
た
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
諸
神
本
懐
集
』
で
記
さ
れ
る
ア
マ

テ
ラ
ス
像
は
、
観
音
よ
り
格
下
に
扱
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
勢
至
(
ス
サ
ノ

オ
)
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
阿
弥
陀
に
帰
着
出
来
な
い
存
在
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
し
か
も
、
此
程
、
他
の
尊
格
を
介
し
て
も
阿
弥
陀
と
同
体
で
は
な
く
、

観
音
・
勢
至
を
合
わ
せ
て
、
や
っ
と
阿
弥
陀
に
至
る
と
い
う
次
元
に
留
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
諸
神
本
懐
集
』
は
中
世
期
に
見
ら
れ
る
神
国
思

想
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
肝
心
の
阿
弥
陀
や
祖
師
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
真
宗
独
自
の
見
解
を
見
せ
て
い
る
と
結
論
付
け
た
。

《
第
二
章
覚
加
の
伝
記
に
見
る
和
歌
と
神
祇
に
つ
い
て

l
『
沙
石
集
』
と

の
影
響
関
係
を
中
心
に
|
》

第
二
章
で
は
、
覚
如
の
伝
記
で
あ
る
『
慕
帰
絵
』
に
記
さ
れ
る
神
紙
記
述
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
『
慕
帰
絵
』
に
記
さ
れ
る
神
紙
記
述
は
、

何
れ
も
覚
加
が
和
歌
を
詠
ず
る
こ
と
に
よ
り
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
章
で
扱
っ
た
『
諸
神
本
懐
集
』
と
同
様
に
、
真
宗
が
神

紙
を
手
放
し
に
許
容
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
和
歌
の
神
で
あ
る
た
め

に
許
容
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
検
証
し
た
。

《
第
三
章

偽
光
寺
本
『
善
信
聖
人
親
鷲
伝
絵
』
に
見
る
神
紙
記
述
と
構
成

に
つ
い
て
》

第
三
章
で
は
、
悌
光
寺
本
『
善
信
聖
人
親
鳴
伝
絵
』
に
記
さ
れ
る
、
親
舗
網
の

伊
勢
神
宮
参
詣
と
鹿
鳴
神
宮
参
詣
の
記
事
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結

一
八

O

果
、
偽
光
寺
本
『
善
信
聖
人
親
鴬
伝
絵
』
は
、
覚
知
が
記
し
た
親
驚
に
よ
る
神

祇
崇
拝
に
関
す
る
記
事
を
、
よ
り
全
面
に
押
し
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え

る
。
つ
ま
り
、
覚
如
が
記
し
た
『
善
信
聖
人
親
驚
伝
絵
』
内
の
親
鷲
と
神
祇
の

関
係
は
、
親
嬬
が
直
接
神
社
へ
詣
で
る
の
で
は
な
く
、
門
徒
の
夢
告
に
親
鴛
が

登
場
し
た
り
、
熊
野
権
現
に
つ
い
て
、
法
然
や
親
婚
が
語
っ
た
り
と
い
う
間
接

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
ニ
章
で
考
察
し
た
覚
如
の
伝
記
で
あ
る
『
慕

帰
絵
』
に
な
る
と
、
和
歌
へ
の
憧
僚
と
い
う
名
目
で
、
覚
如
自
ら
が
神
社
へ
参

詣
を
し
、
神
紙
歌
ま
で
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
神
祇
へ
の
接
近

が
、
最
終
的
に
悌
光
寺
本
『
普
信
聖
人
親
鷲
伝
絵
』
の
親
驚
の
参
詣
記
事
に
至

っ
た
と
い
う
享
受
の
過
程
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

結

三五
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第
二
部
で
考
察
を
行
っ
た
『
日
詩
貴
本
紀
』
の
「
国
譲
り
神
話
」
と
第
三
部

で
考
察
し
た
『
諸
神
本
懐
集
』
の
「
国
譲
り
神
話
」
の
比
較
を
通
し
て
、
両
部

神
道
と
真
宗
の
ア
マ
テ
ラ
ス
像
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

『
日
詩
貴
本
紀
』
や
東
大
寺
等
で
ア
マ
テ
ラ
ス
は
、
大
日
如
来
と
の
同
体
を
難

な
く
果
た
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
真
宗
で
は
、
阿
弥
陀
と
の
同
体
が
単
体

で
は
叶
わ
な
い
存
在
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
ア
マ
テ

ラ
ス
は
、
ス
サ
ノ
オ
と
の
兄
弟
喧
嘩
の
末
に
、
天
の
岩
戸
に
立
て
こ
も
る
と
い

う
幼
児
性
す
ら
残
す
存
在
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
日
講
貴
本
紀
』
・
『
諸
神
本
懐
集
』
の
双
方
に
共
通
し
て

記
さ
れ
て
い
る
事
柄
も
あ
る
。
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
が
皇
統
に
つ
い
て



ア
マ
テ
ラ
ス
の
末
商
と
し
て
天
皇
を
意
識
し
て
い
る
。

現
時
点
で
の
結
論
は
、
『
諸
神
本
懐
集
』
は
神
紙
を
、
手
放
し
に
許
容
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
他
宗
か
ら
の
非
難
に
よ
り
許
容
は
し
た
も
の
の
、
阿
弥
陀
と

で
あ
る
。
両
書
と
も
、

ア
マ
テ
ラ
ス
、
祖
師
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
聞
に
は
超
え
ら
れ
な
い
壁
が
存
在
す
る

こ
と
も
指
し
示
し
た
書
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
神
祇
の
理

解
こ
そ
が
、
阿
弥
陀
一
仏
に
帰
依
を
す
る
真
宗
の
独
自
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
『
諸
神
本
懐
集
』
が
、
対
外
的
に
神
祇
に
つ
い
て
記
し
た
書
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
神
祇
を
全
面
的
に
記
す
内
容
で
は
あ
る
が
、
他
に
真
宗
の
聖
教
で
神

紙
の
み
を
解
い
た
書
や
注
釈
書
が
見
つ
か
ら
な
い
の
も
、
真
宗
の
神
紙
の
特
徴

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
存
覚
や
覚
如
の
著
作
に
、
権
者
や
実
社
に
つ
い
て
の
言

及
は
確
認
出
来
る
が
、
何
れ
も
、
阿
弥
陀
あ
つ
て
の
神
紙
で
あ
り
、
阿
弥
陀
と

カ
ミ
は
決
し
て
イ
コ
ー
ル
と
は
な
ら
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。

『
諸
神
本
懐
集
』
が
、
阿
弥
陀
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
格
の
違
い
を
見
せ
つ
け
た

の
に
対
し
て
、
祖
師
が
神
社
に
参
詣
す
る
さ
ま
を
提
示
し
た
の
が
、
『
善
信
聖

人
親
鴛
伝
絵
』
と
覚
如
の
伝
記
で
あ
る
『
慕
帰
絵
』
、
そ
し
て
悌
光
寺
本
の

『
善
信
聖
人
親
驚
伝
絵
』
で
あ
る
。
勿
論
、
偽
光
寺
本
の
『
善
信
聖
人
親
鴛
伝

絵
』
を
通
常
の
『
善
信
聖
人
親
驚
伝
絵
』
と
同
格
に
扱
う
の
で
は
な
く
、
神
紙

を
『
善
信
聖
人
親
駕
伝
絵
』
や
『
慕
帰
絵
』
が
許
容
す
る
中
で
、
悌
光
寺
本

『
善
信
聖
人
親
驚
伝
絵
』
が
生
み
出
さ
れ
た
と
の
位
置
付
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
祖
師
の
参
詣
記
事
は
、

師
と
ア
マ
テ
ラ
ス
が
一
線
を
画
す
存
在
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
こ
と
と
矛
盾

し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
伝
記
の
参
詣
記
事
を
確
認
す
る

一
見
す
る
と
、
『
諸
神
本
懐
集
』
で
祖

中
世
文
学
に
見
ら
れ
る
カ
ミ
の
享
受

と
、
親
鴛
は
、
王
法
(
伊
勢
神
宮
)
や
、
出
自
で
あ
る
藤
原
氏
(
鹿
島
神
宮
)

へ
の
参
詣
で
あ
り
、
覚
知
は
、
和
歌
へ
の
憧
慣
故
の
参
詣
な
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
以
外
の
神
社
は
、
門
徒
に
よ
る
参
詣
で
あ
り
、
親
驚
や
法
然
は
、
夢

中
等
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
赴
か
な
い
描
き
方
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
祖
師
達
の
参
詣
は
、
王
法
や
氏
神
、
和
歌
と
い
う
理
由
が
存
在
し
な

い
限
り
行
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
い
得
る
。
こ
の
こ
と
は
、

『
諸
神
本
懐
集
』
同
様
に
、
伝
記
に
つ
い
て
も
、
手
放
し
に
神
紙
を
受
け
入
れ

た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
理
由
が
あ
っ
て
の
受
容
(
許
容
)
な
の
で
あ

る
。
こ
の
姿
勢
は
、
祖
師
達
が
、
神
々
と
同
体
を
果
た
す
こ
と
も
な
く
、
『
日

本
書
紀
』
等
の
神
紙
書
の
注
釈
も
行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
と
結
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鮭①
日
本
中
世
期
に
見
ら
れ
る
、
神
祇
信
仰
全
般
に
つ
い
て
用
い
て
い
る
。

②
斉
藤
英
普
氏
『
読
み
替
え
ら
れ
た
日
本
神
話
』
(
講
談
社
・
二

O
O
六
年
)
参

nnHO 

③
山
本
ひ
ろ
子
氏
『
変
成
譜
中
世
神
仏
習
合
の
世
界
』
(
春
秋
社
・
一
九
九

三
)
、
『
異
神
中
世
日
本
の
秘
教
的
世
界
』
(
平
凡
社
・
一
九
九
八
)
、
『
中
世
神

話
』
(
岩
波
新
書
・
一
九
九
八
年
)
等
に
詳
し
い
。

④
伊
藤
聡
氏
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
(
法
蔵
館
・
二
O
一
一
年
)
、
『
神

道
と
は
何
か
!
神
と
仏
の
日
本
史
』
(
中
央
公
論
社
・
二
O
一
二
年
)
、
松
田
淳

一
氏
『
神
仏
の
儀
礼
の
中
世
』
(
法
蔵
館
・
二

O
一
一
年
)
。

⑤
原
克
昭
氏
『
中
世
日
本
紀
論
考
|
註
釈
の
研
究
』
(
法
蔵
館
・
二

O
二
一
年
)
。

⑥
両
部
神
道
と
は
、
真
言
宗
の
立
場
で
の
神
仏
習
合
。
山
王
神
道
と
は
、
天
台

宗
の
立
場
で
の
神
仏
習
合
。
吉
田
神
道
は
、
吉
田
神
社
を
中
心
と
し
た
神
仏
習

一
八



八

合
思
想
。

⑦
本
論
文
で
使
用
す
る
際
の
、
「
不
持
」
は
、
拝
む
な
と
い
う
強
意
の
意
味
で
は

な
く
、
取
り
立
て
て
拝
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
認
識
で
の
「
不
拝
」
で
あ
る
。

⑧
聖
徳
太
子
に
仮
託
し
た
両
部
神
道
書
。

⑨
国
枝
正
雄
氏
「
真
宗
の
神
紙
観
に
就
い
て
」
(
『
国
史
学
』
第
二

O
号
・
一
九

三
四
年
)
。

⑬
林
智
康
氏
「
真
宗
に
お
け
る
神
祇
観
」
(
『
真
宗
学
』
第
七
八
号
・
一
九
八
八

年
三
月
)
。

⑪
黒
田
俊
雄
氏
「
中
世
国
家
と
神
国
思
想
」
(
『
日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
岩

波
書
底
・
一
九
七
五
年
、
・
二
七
七
頁
l
二
七
八
頁
)
。

⑫
前
掲
注
⑬
林
氏
論
文
に
同
じ
。
林
氏
と
同
じ
く
、
高
田
未
明
氏
も
「
存
覚
の

神
紙
思
想
に
つ
い
て
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
五
号
一
号
・
二

O
O

六
年
)
の
中
で
、
非
難
す
る
側
の
思
考
を
採
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
「
既
成

仏
教
教
団
と
同
じ
立
場
に
住
置
し
、
教
団
の
同
等
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
」
と
言
及
し
て
い
る
。

⑬
北
西
弘
氏
「
諸
神
本
懐
集
の
成
立
」
(
『
宮
崎
博
士
還
暦
記
念
真
宗
史
研
究
』

所
収
・
永
田
文
昌
堂
・
一
九
六
六
年
)
。

⑬
杉
山
二
郎
氏
「
〈
特
別
公
演
〉
鎌
倉
新
仏
教
と
密
教
・
重
源
か
ら
叡
尊
へ
」

(
『
密
教
学
研
究
』
二
六
号
・
一
九
九
四
年
)
。


